
発表まとめ 

①  
≪ケアマネジャーから薬剤師に望むこと≫ 

・ 薬剤師でないとできないことを明確にして周知させてほしい（専門性の明確さがほ

しい） 

・ サービスにつながるかわからない相談も受けてほしい 

・ 利用者が理解できるパンフレット等がほしい 

・ 薬剤師からの報告だけでなくケアマネジャーからの報告等があれば連携しやすい 

・ 飲み合わせがダメな物や、複数の薬局を利用している場合に効能が重なっているこ

とも考えられるので気を付ける点をここに相談できると助かる 

・ 内服管理と残薬管理 

・ 一包化による障害弊害のアドバイス 

・ 精神安定剤等、服薬後の変化に伴う調節、ドクターへの提言 

・ 連絡手段の確立として（相談窓口を含む） 

・ 薬の情報と注意すること、副作用の初期症状・むくみ等 

・ 薬の大切さを患者様に伝えてほしい（理解できてないから飲まない場合もある） 

・ お薬手帳の必要性を説明する（病院により使い分けをしている人もいる） 

 

≪薬剤師からケアマネジャーに望むこと≫ 

・ 初回訪問時に同行してほしい（顔なじみがいると安心できる） 

・ 普段の生活がわからないので普段の生活に変化があれ教えてほしい 

・ ５００円を負担しても薬の管理をしてもらえるメリットをケアマネジャーから説

明してほしい 

・ 患者の中には薬剤師がえらい人と思っている人がいるので誤解を解いてほしい 

・ 横出しサービスの利点も考慮してもらいたい 

・ 薬のことで問題があるときは近くの薬局に電話してほしい 

・ 個々のケースに合わせて袋に日付を入れるのでケアマネジャーから細かい情報を

いただければ工夫出来る事も多くなります。 

・ 生活管理、医学管理の為に対象者の状態像を正確に把握して伝えてほしい 

 

② 

≪どのような連携が必要か≫ 

・ お互いに生活パターン等の情報共有が必要 

・ 定期的な連絡 

・ 相談しやすい窓口を作る 

 

 

 

 



 

「訪問薬剤管理指導報告書」に必要な情報 

処方日・訪問日・作成日 

・ 服薬状況（良・不） 

・ 併用薬 

・ 相互作用（食事・医薬品） 

・ 副作用所見 

・ 食事 

・ 排便排尿 

・ むくみ 

・ バイタル 

・ 患者・家族からの情報 

・ 薬局側から伝えたこと 

・ 連絡事項 

・ 次月の訪問日 

・ 人型の絵を入れて変化があるところにチェックをしてコメントを入れる。 

・ 前回訪問時からの変化（向上・安定・低下） 

・ 服薬内容変更時の留意点 

・ ADL状態と服薬による副作用との関連 

・ 何でも書ける様なフリースペース 

 

 

以上の意見が出ました。この結果も薬剤師の方にも報告はしています。 

 

以上 


